





















































また，分析の対象としたスクラムの数は，フリーソフトG*Power	 3.1.9.2	 for	 Windows
（Faul	et	al.,	2007）を用いてサンプルサイズを求めた。第１種の誤り（α	error	probably）
を .05，第２種の誤り（β	error	probably）を .05，誤差（df）を１と設定し検定を行った
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〔抄　録〕
本研究では，2013-2014年シーズンに行われた７人制の世界トップレベルの試合から，
スクラムでのボール投入局面に着目することで，ボール投入時間の様相を明らかにするこ
とを目的とした。
スクラムを組み合った瞬間からボールを投入されるまでが１秒未満のものを「クイック
投入」，１秒以上のものを「通常投入」とし，ボール投入時間における男女の比率の差，
ボール投入時間とボール獲得の成否について，それぞれFisher’s	exact	test を行った。そ
の結果，ボール投入時間における男女の比率の差に関しては有意な差が認められたもの
の，ボール投入時間とボール獲得の成否については有意な差が認められなかった。
